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別紙 

令和４年度文化芸術による子供育成総合事業（芸術家の派遣事業） 

実施校募集案内における留意事項 

 

実施校募集案内にも記載がございますが、特に御留意いただきたい事項について下記

にまとめましたので、必ず御確認くださいますようお願いいたします。 

 

1. 謝金について 

令和4年度より、謝金の単価が下記の通り変更となっております。 

区分 令和2年度※募集時 令和3年度※募集時 

講師（特別講演謝金） 35,000円 35,650円 

演奏謝金 6,400円 6,520円 

実技指導謝金 5,100円 5,200円 

単純労働者 1,050円 1,070円 

≫募集案内6ページ「[8]経費＞①謝金」参照 

 

2. 同一分野、または同一講師での実施を4年以上連続で希望する場合の対応について 

 

① 同一分野、または同一講師での実施を4年以上連続で希望する場合は、様式2「連

続実施理由」を必ず記入してください。記入のない場合は申請が認められない場

合がございます。 

② 申請が4年以上連続で同一分野・同一講師であっても、3年以内のいずれかの年度

で不採択または事業中止となった場合は、連続実施とみなしません。 

③ 希望の分野・講師が連続4年以上に該当するかどうか分からない場合は、事前に

管轄の都道府県等担当部局にお問い合わせください。 

≫募集案内4ページ「[5]実施方法＞②実施回数・実施形態」参照 

≫募集案内16・17ページ「様式2 実施希望調書（個別表）記入例」参照 

 

3. 申請様式の一部廃止について 

申請時における「【様式5】文化庁事業以外の文化芸術鑑賞体験の実施状況」及び

「【様式6】文化庁「文化芸術による子供育成総合事業」協力芸術家登録票兼同意

書」は令和4年度募集より廃止となりました。 

≫募集案内9・10ページ「[9]提出書類」参照 

 

4. 申請書の提出形式について 

令和4年度募集より、申請書の提出はデータ形式（ExcelまたはPDF形式）のみとなりま

したので、御周知くださいますようお願いいたします。 

≫募集案内9・10ページ「[9]提出書類」参照 

 

 

実施希望校 都道府県等担当部局 

実施希望校 都道府県等担当部局 

実施希望校 都道府県等担当部局 

実施希望校 都道府県等担当部局 
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5. 様式1の作成方法について 

令和4年度募集より、「【様式1】実施希望調書（集計表）」の集計ツール（マクロ計

算機能）を導入いたしました。使用方法については「【様式1】実施希望調書（集計

表）」内「マニュアル」シートに記載しております。使用にあたり御不明な点がござ

いましたら事務局までお問い合わせくださいますようお願いいたします。 

 

6. 様式4-Bについて 

① 令和4年度より、複数校により連続行程を組み実施を希望する場合、様式4-Bを作成

し、代表校1校にまとめて旅費を計上することが可能です。 

② 複数校の旅費をまとめる場合、計上できる旅費は各校の上限額の合計金額までとな

ります。（1回当たり 25万円以内。ただし、複数回実施する場合は、1校につき 

50万円以内） 

③ 様式4-Bの利用について、連続行程を組む複数校の参加被派遣者の構成が、全回を

通して同一の場合に限ります。ただし、条件に当てはまる場合でも、従来通り学校

ごとに旅費を分けて申請を行うこともできますので、必要に応じてご活用くださ

い。 

④ 様式4-Bを使用する場合の具体的な記載の整理については下記の通りですが、記入

方法について不明な点がございましたら事務局までお問い合わせくださいますよう

お願いいたします。 

 

具体例①「全回で複数校の行程が連続する場合」 

実施予定 行程 
様式3に 

計上する旅費 

Ａ校 

（代表校） 

1回目 6/1 

2回目 9/1 

 
2000円 

Ｂ校 1回目 6/1 

2回目 9/1 
0円 

Ｃ校 1回目 6/1 

2回目 9/1 

0円 

 連続行程を組むすべての学校を経由する一筆書きの行程を様式4-Bに記入してください。 

 複数回の実施を予定しており、旅行が複数に及ぶ場合は、記入例のように旅行ごとに行程が

一筆書きとなるよう記入してください。 

 行程は時系列に記入してください。 

 上記の例の場合、計上可能の旅費上限は150万円（1校あたり50万円）となります。 

 記入例ではＡ校を代表校としておりますが、旅費をまとめて計上する学校はＢ校、Ｃ校でも

構いません。 

 

都道府県等担当部局 

実施希望校 都道府県等担当部局 

6/1 自宅→A校  200円 

6/2 A校→B校  300円 

6/3 B校→C校  400円 

6/3 C校→自宅  100円 

9/1 自宅→A校  200円 

9/2 A校→B校  300円 

9/3 B校→C校  400円 

6/3 C校→自宅  100円 

            2000円 
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具体例②「一部の実施回で複数校の行程が連続する場合」 

    ※例ではＡ校の1回目とＢ校の1回目、Ｂ校の2回目とＣ校の2回目が連続 

実施予定 行程 
様式3に 

計上する旅費 

Ａ校 

（代表校） 

1回目 6/1 

2回目 7/1 

 
2300円 

Ｂ校 1回目 6/1 

2回目 9/2 
0円 

Ｃ校 1回目 7/8 

2回目 9/2 

0円 

 複数回実施を予定しており、一部の回のみ他校と連続行程を組む場合は、連続行程とならな

い実施回の旅費も様式4-Bにまとめて計上してください。様式4-Bに旅費をまとめた学校は、

代表校、代表校以外の学校ともに、様式4と様式4-Bの両方を併用することはできません。 

 行程は時系列順に記入してください。 

 上記の例の場合、計上可能の旅費上限は150万円（1校あたり50万円）となります。 

 記入例ではＡ校を代表校としておりますが、旅費をまとめて計上する学校はＢ校、Ｃ校でも

構いません。 

≫募集案内22・23ページ「様式4-B 被派遣者略歴書（兼）旅費計算書（連続行程 

用）記入例」参照 

 

 

 

 

 

6/1 自宅→A校  200円 

6/2 A校→B校  300円 

6/2 B校→自宅  400円 

7/1 自宅⇔A校  200円 

7/8 自宅⇔C校  300円 

9/2 自宅→B校  400円 

6/2 B校→C校  400円 

9/3 C校→自宅  100円 

            2300円 


